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第 3 節 ブラウザの操作を記録する(WEB レコーダー) 

第 1 項 新着情報一覧を Microsoft Excel へ保存する 

ここでは WEB レコーダーについて学習します。 

 

WEB レコーダー 

前章で少しだけふれましたが、Microsoft Power Automate Desktop には WEB レコーダーという機能が存在します。WEB レコーダー

は WEB 上でのマウス操作やキーボード入力を記録します。新着情報を Microsoft Excel にまとめるという作業を題材に、WEB レコー

ダーについて学習します。※テキストのスクリーンショットは 2021 年 10 月 15 日に作成されたものです。 

 

＜フローの完成例＞ 

 

 

WEB レコーダーの記録(スクレイピング) 

(1) Microsoft Power Automate Desktop を起動して「新しいフロー」をクリックします。 
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(2) 「フロー名」のテキストボックスに「WEB レコーダーの記録」と入力し「作成」をクリックします。 

 

 

(3) フローが作成され、フローデザイナーが表示されます。 

あらかじめ Microsoft Edge で Web ページを開いておきます。（講師より指示があります） 

画面上部の「Web レコーダー」をクリックしてレコーディングを開始します。 
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(4) 「使用する Web ブラウザインスタンスを指定」画面が開きます。 

「Microsoft Edge」をクリックして「詳細」を展開し 

「タブを選択」は「お役立ち情報」を選択し 

「次へ」をクリックします。 

 

 

ワンポイント：開くブラウザについて 

本来は操作するブラウザは任意で構いませんが、学習の進行上オンラインテキストと異なるブラウザを開いて進めてください。オンラインテキ

ストを開いているブラウザと同じブラウザを指定すると。テキストを開いているブラウザの情報も取得しようとしてしまうため想定した結果が得

られなくなってしまいます。 

 

(5) 「Web レコーダー」画面が開きます。 

デフォルトで「Web ブラウザの起動」アクションが登録されています。 

画面左上の「レコード」をクリックします。 
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(6) ブラウザの要素（画像や文字など）にマウスカーソルを合わせると、赤枠が表示されます。 

 

 

(7) 「< a >」が表示されたら「右クリック」をします。 

「要素の値を抽出」の「Href（～）」を選択します。 

 

ワンポイント：< a >の捉え方 

サイトによって< a >は少し捉えにくい位置にある場合があります。<a>を指定する際のポイントは、「画像を配置している< img >」と「タイ

トルが書かれている真ん中に位置する< p >」の間の隙間にマウスカーソルを合わせることです。 
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(8) 選択が完了すると緑の破線で囲まれます。 

 

 

(9) 同様に、タイトルにマウスカーソルを合わせ「< p >」と表示されたら右クリックします。 

「要素の値を抽出」の「テキスト（～）」を選択します。 
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(10) 最後に、説明文にマウスカーソルを合わせ「< p >」と表示されたら右クリックします。 

「要素の値を抽出」の「テキスト（～）」を選択します。 

 

ここまでの設定で、1 つ目の新着情報の「リンク先」「タイトル」「説明文」の抽出の設定ができました。 

 

 

(11) 続いて、すべての新着情報の項目に対しても「リンク先」「タイトル」「説明文」の抽出の設定を行います。 

隣りの新着情報の項目も同様に「< a >」と表示されたら「右クリック」をします。 

「要素の値を抽出」の「Href（～）」を選択します。 
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(12) 残りの要素は、同じ項目として認識され、自動的に緑の破線で囲まれます。 

 

 

(13) WEB レコーダーの詳細画面に戻り「終了」をクリックします。 
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(14) フローの画面に戻ります。 

 

 

ワンポイント：フロー変数の中身 

この段階で実行を行うとフロー変数（OutputData）の中身にスクレイピングした情報が格納されていきます。この状態ではまだ利用す

ることが出来ないので次の行程からデータの加工を行っていきます。 
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ワンポイント：ブレークポイントについて 

Microsoft Power Automate Desktop では実行しているフローを任意のタイミングで一時停止をさせることが可能です。この機能のことを 

「ブレークポイント」と言います。ブレークポイントの設定の仕方は各種アクションの左側にある連番クリックすることで設定をすることが出来ます。 
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動作確認 

(1) アクションの実行は画面上部の「実行」をクリックします。 

 

 

(2) この段階で実行を行うとフロー変数(OutputData)の中身にスクレイピングした情報が格納されます。 

この状態ではまだ利用することができないので通常は Microsoft Excel 形式等にデータ加工を行います。 

 

 

(3) 動作の確認ができたら「保存」をクリックします。 
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第 10 章 データ連携 

第 1 節 Microsoft Power BI との連携 

第 1 項 Microsoft Power Automate Desktop で集計したデータをグラフ化する 

ここでは Microsoft Power BI との連携を学習します。 

 

Microsoft Power BI とは 

 

 

Microsoft Power BI とはデータの可視化や分析ができるツールです。 

 

Microsoft Power BI には主に以下の特徴があります。 

⚫ 分析結果が視覚的に取り出され、直感的に必要なデータを選択して詳細が確認できる。 

⚫ WEB サイトやその他のデータ情報の解析を行い、データを可視化できる。 

 

下記のグラフは Microsoft Power BI で作成したものです。 
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Microsoft Power BI との連携 

ここでは、Web サイトから情報を取得して、それらを Microsoft Excel のファイルとして保存します。また、保存した情報を使って

Microsoft Power BI にてグラフ化します。※今回は、実際にフローは作成しません。 

 

具体的なフローは以下の通りです。 

(1) Microsoft Power Automate Desktop で WEB サイトの情報をスクレイピングします。 

(2) スクレイピングした情報を加工し Microsoft Excel のファイルに転記します。 

(3) デスクトップレコーダーを利用して Microsoft Power BI で Microsoft Excel のファイルを読み込みます。 

(4) グラフを作成します。 

(5) データ保存します。 

 

Microsoft Power Automate Desktop より WEB サイトの情報をスクレイピングする 

今回は日本の各都道府県別の人口をグラフ化していきます。まずはアクションにてスクレイピングをするサイトを開きます。今回参考にする

サイトは人口一覧（https://ja.wikipedia.org/wiki/ 都道府県の人口一覧）です。 

 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/
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サイト上に配置されているテータ情報を確認しましょう。 

 

 

WEB サイトの UI 要素情報を取得します。今回は「テーブル形式」になっているので容易に各情報を抜き取ることが出来ました。 
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現在のデータ形式では Microsoft Power BI で利用することが出来ないので「Microsoft Excel のシート」への変換を同時に行っています。 

 

変換した Microsoft Excel のシートです。 
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変換が終わったら自分の欲しい情報用に Microsoft Excel のシートを加工します。 

 

 

デスクトップレコーダーで Microsoft Power BI を操作する 

データの加工が終了したら予め起動しておいた Microsoft Power BI にデータを落とし込みます。 
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落とし込んだ後のデータです。 

 

 

データの選択を行うことで簡単に表が作成されます。 
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グラフを選ぶとグラフも簡単に作成することが出来ます。 

 

 

まとめ 

今回はデスクトップレコーダーとアクションを利用して Microsoft Power BI との連携を作成しました。このほかにもデスクトップレコーダー等を組

み合わせる事で様々なアプリケーションと連携することが出来ます。Microsoft Power BI はこのほかにも様々な機能が含まれています。 

  


